
 

今日(5/27)は、朝、昨夜半から続いた大雨による芳川の増水に伴い「避難指示」

が出ていたため、休校としました。明日に向けて、最後の練習を頑張ろうと思っ

ていた子、クラスの友達とやる気を確かめ合いたいと考えていた子など、子供た

ちは、「チャレンジタイム前日」に掛ける思いが、それぞれにあったのではない

かと思います。それを考えると、とても残念な気持ちになります。 

でも、明日(5/28)の予報は晴れ。双葉小は「グラウンドの水はけ」がとても良

いので、会場準備もバッチリできますから、「ふたばっ子チャレンジタイム」は

行えると思います。ただ、今日(5/27)の５校時に、体育館で全校児童が参加して

行う予定だった「開会式」ができませんでした。役割があり、準備や練習を重ね

てきた子供たちもいます。ですから、子供たちの出番が失われないように少し内

容の調整をし、明日の競技前に組み込んで行います。開会式が当日のプログラム

に組み込まれることで、全体的に各学年団の競技や演技の開始時刻が、後ろに下

がります。子供たちの活動時間に影響が出ないよう、開会式での私の言葉も、明

日はとても短いバージョンにします。 

そこで、本日(5/27)の開会式で子供たちに投げ掛ける予定だった話を、ここで

紹介したいと思います。 

 

 ふたばっ子チャレンジタイム開会式  

令和４年５月２７日（金）  

          

明日は、「ふたばっ子チャレンジタイム」です。  

今年度は、新型コロナウイルスの感染状況が少し落ち着いているので、こ

の開会式を、全校みんなそろって体育館で行うことができました。  

 

今年度も、「ふたばっ子チャレンジタイム」という呼び方は同じですが、

この開会式のように、他にも昨年度とは変わったことがあるのに気づいてい

ますか。  

まずは、明日の競技や演技のことです。昨年度は３学年ずつ２つに分かれ

て行いましたが、今年度は２学年ごと１時間ずつ行います。  

そして、３年前の運動会まで行っていたように、５、６年生のみなさん

が、いろいろな係を担当して、４年生以下のみなさんの競技や演技を支えて

くれたり、盛り上げてくれたりします。これは、嬉しいですね。  

さらに、３、４年生では、力を合わせてチャレンジする団体競技も行いま

す。５、６年生は、団体競技はもちろん行いますし、団体演技では、友達と
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心を一つにして組体操にチャレンジします。いろいろとチャレンジできるこ

とが増えました。  

 

１年生にとっては、双葉小に入学して今回が初めてのチャレンジタイムで

すね。２年生は、お兄さん、お姉さんになって「がんばるぞ !」という気持

ちは、１年生に負けませんよね。６年生にとっては、小学校生活最後のチャ

レンジタイムです。どんな場面が、思い出としてあなたの心に残るのでしょ

うか。それぞれが、自分の目標に向かって、力いっぱい競技や演技に臨んで

ください。  

 

また、「分かり合おう」「チャレンジしよう」「夢につなげよう」…先生

方は、みなさんに、チャレンジタイムを通して、この３つの力を高めてほし

いと考えています。   

みなさんは、チャレンジタイムの練習が始まる時、この行事が終わったら

どんな力が伸びていたらいいな…と考えましたか。また、ここまで練習をす

る中で、どんなことを感じたり、考えたりしましたか。今日まで頑張ってき

たことすべてが、あなたの力になっているはずです。そして、明日の演技や

競技をがんばることで、さらに多くの力があなたの中に蓄えられていくはず

です。  

 

そして、今年度のスローガンは…  

そう「ふれー ふれー  ふたばっ子 たのしく  ともに  がんばろう !」

ですね。  

足が速い人だけの、踊りが上手な人だけのチャレンジタイムではありませ

ん。運動が少し苦手な人も、運動はやるより見る方が好きな人も、誰かが頑

張るのを応援するのが上手な人も…友達と、先生と、家族と、ともに頑張

り、ともに楽しみ、ともに喜び、ともに悔しがる。それが、この「ふたばっ

子チャレンジタイム」です。   

あなたたちは、一人一人が主役です。出場する種目に力いっぱい取り組ん

で、また自分ができることにあなたの全部を出し切って、仲間とともに素敵

な時間を作ってください。  

 

まだまだどこかに隠れているかもしれない新型コロナウイルスなんかに負

けないで、ふたばっ子らしい、すてきなチャレンジタイムにしましょう。  

 

  

 １つの行事を通して、どの学年の子供も大きく成長します。この「ふたばっ子

チャレンジタイム」で、教職員は、子供たちのどんな成長を確かめられるか、ま

た、子供たち自身が、どんな力が伸びたり身に付いたりしてきたことを感じられ

るか…とても楽しみです。 

  

 明日は、子供たちの頑張る姿を「ともに」支え、励まし、応援しましょう。 

よろしくお願いします。 


